
六
月
四
日
（
土
）
に
、
完
全

オ
ン
ラ
イ
ン
で
茨
城
労
連
第
69

回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
定
足
数
が
25
で
、
評
議
員

26
名
、
委
任
状
6
名
で
、
開
会

時
に
は
全
て
の
評
議
員
が
参
加

し
て
、
評
議
員
会
は
時
間
通
り

開
会
し
ま
し
た
。

今
回
の
評
議
員
会
で
は
、
国

民
春
闘
中
間
総
括
案
が
提
案
さ

れ
、
提
案
に
賛
成
の
立
場
か
ら

の
発
言
が
10
人
の
評
議
員
か
ら

あ
り
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
戦
争
が
二
月
二
十
四
日
か

ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
三
ヶ

月
が
過
ぎ
た
も
の
の
、
戦
争
の

終
結
の
見
通
し
は
全
く
立
っ
て

い
ま
せ
ん
。

安
倍
元
首
相
や
維
新
の
会
が

「
核
共
有
」
や
「
敵
基
地
攻
撃
」

な
ど
を
声
高
に
言
い
出
し
、
岸

田
首
相
も
バ
イ
デ
ン
大
統
領
と

の
会
談
で
、
軍
事
費
の
増
額
を

約
束
し
ま
し
た
。
軍
事
費
を
GDP

2
％
超
、
5
兆
円
増
額
を
狙
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
5
兆
円
あ
れ
ば
、

大
学
授
業
料
の
無
償
化
や
小
中

学
校
の
給
食
費
を
無
償
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
軍
事
費
増

額
で
は
な
く
、
国
民
生
活
の
支

援
充
実
を
求
め
る
声
を
あ
げ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

医
労
連

政
府
に
よ
る
ケ
ア
労

働
者
の
賃
金
ア
ッ
プ
策
に
つ
い

て
は
、
茨
厚
労
で
は
「
今
後
の

費
用
が
負
担
し
き
れ
な
い
」
こ

と
を
理
由
に
、
看
護
師
等
支
援

金
を
「
支
給
し
な
い
」
と
い
う

回
答
だ
っ
た
が
、
三
月
末
に
一

転
し
て
支
給
に
な
り
、
支
援
金

対
象
外
病
院
も
含
め
て
、
全
看

護
師
に
月
額
2700
円
支
給
さ
れ
た
。

全
医
労
で
は
、
月
額
2700
円
と
な

り
、
茨
城
民
医
労
で
は
4000
円
が

事
務
系
も
含
め
て
支
給
さ
れ
た
。

組
織
拡
大
に
つ
い
て
は
、
医

労
連
と
し
て
「
声
か
け
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
継
続
し
、
21
年
4

月
か
ら
22
年
3
月
ま
で
、
11
ヶ

月
加
入
を
達
成
し
た
。
組
織
拡

大
に
は
組
合
の
見
え
る
化
、
見

え
る
活
動
が
重
要
で
あ
る
。

自
治
労
連

今
年
の
六
月
の
ボ
ー

ナ
ス
は
昨
年
の
減
額
分
と
合
わ

せ
、
九
万
円
の
減
額
に
な
る
。

減
額
は
労
使
合
意
な
し
で
、
人

事
委
員
会
に
よ
る
減
額
調
整
で

行
わ
れ
て
い
る
。
非
常
に
許
し

が
た
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

自
治
体
職
員
の
賃
金
が
人
事

委
員
会
の
勧
告
を
通
し
て
決
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ケ
ア
労
働

者
の
賃
上
げ
に
つ
い
て
は
全
国

で
も
三
割
の
自
治
体
で
と
ど
ま
っ

て
い
て
、
茨
城
で
は
賃
上
げ
が

実
現
し
た
の
は
常
総
市
の
社
協

の
職
場
だ
け
で
あ
る
。

憲
法
に
つ
い
て
の
首
長
と
の

懇
談
を
、
今
年
四
年
ぶ
り
に
石

岡
市
で
実
施
で
き
た
。
憲
法
改

正
が
叫
ば
れ
、
憲
法
無
視
の
政

策
が
出
て
き
て
い
る
中
で
、
首

長
と
の
懇
談
は
意
義
の
あ
る
取

り
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

い
ば
ら
き
コ
ー
プ
労
組

今
年

の
春
闘
は
、
今
ま
で
に
な
い
画

期
的
な
取
り
組
み
を
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
。
全
員

に
何
ら
か
の
プ
ラ
ス
回
答
が
出

る
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
を

分
会
長
会
議
で
確
認
し
て
、
団

体
交
渉
に
臨
ん
だ
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交
渉
も
慣

れ
て
き
た
が
、
よ
り
多
く
の
組

合
員
の
声
を
集
め
よ
う
と
議
論

し
、
ズ
ー
ム
で
の
共
有
画
面
を

活
用
し
て
当
日
参
加
で
き
な
か
っ

た
組
合
員
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
思

い
を
あ
げ
て
も
ら
っ
た
。
結
果

48
人
の
組
合
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
、

参
加
し
た
組
合
員
を
激
励
し
た
。

実
際
に
交
渉
で
は
、
全
員
の

発
言
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
り
二

次
回
答
を
引
き
出
す
こ
と
が
で

き
た
。
正
規
職
員
（
総
合
職
）

の
ベ
ア
、
福
祉
や
店
舗
の
年
間

休
日
一
日
増
は
、
参
加
し
た
組

合
員
が
熱
い
思
い
を
ぶ
つ
け
た

結
果
引
き
出
せ
た
。

前
進
で
き
た
部
分
は
活
用
し
、

ア
ル
バ
イ
ト
や
ヘ
ル
パ
ー
、
委

託
職
員
の
仲
間
に
伝
え
る
と
と

も
に
、
組
織
拡
大
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

高
教
組

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
な
ど
の
影
響
で
、
農
業

高
校
な
ど
で
は
肥
料
が
高
く
な

り
、
茨
城
県
で
は
保
護
者
負
担

で
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
入
学
時
に
購

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

半
導
体
不
足
で
品
物
が
不
足
し

て
購
入
で
き
て
い
な
い
。

農
業
高
校
で
の
農
産
物
販
売

禁
止
が
今
年
の
三
月
末
に
県
教

委
が
決
め
て
文
書
で
通
知
し
て

き
た
が
、
学
校
行
事
で
販
売
を

し
て
い
た
学
校
は
突
然
中
止
に

な
り
、
生
徒
も
教
師
も
混
乱
し

て
い
る
。
説
明
が
全
く
不
足
し

て
い
る
。

ICT
教
育
と
新
学
習
指
導
要
領

に
よ
っ
て
新
た
な
仕
事
が
増
え
、

業
務
の
多
忙
化
が
ま
す
ま
す
深

刻
に
な
っ
て
い
る
。

茨
城
国
公

国
土
交
通
労
組
か

ら
茨
城
労
連
の
各
組
織
に
二
つ

の
署
名
を
お
願
い
し
た
が
、
署

名
は
五
百
筆
を
超
え
て
集
ま
っ

た
。
国
家
公
務
員
の
削
減
が
続

い
て
き
た
が
、
署
名
の
と
り
く

み
も
あ
っ
て
、
こ
こ
三
年
で
百

名
の
増
員
が
あ
っ
た
。
署
名
に

ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
各
組

織
の
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
一
般

ト
ゥ
ル
ー
ケ
ア
の

裁
判
は
五
月
二
十
六
日
に
判
決

が
出
た
が
、
結
果
は
敗
訴
だ
っ

た
。
判
決
で
は
、
被
告
（
会
社

側
）
の
証
言
か
ら
も
暴
言
虐
待

が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
請
求
を

棄
却
す
る
と
い
う
不
当
判
決
だ
っ

た
。
現
在
は
控
訴
の
準
備
中
で
、

署
名
の
準
備
や
全
国
に
支
援
を

求
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

光
商
社
は
一
人
組
合
だ
が
、

三
千
円
の
賃
上
げ
を
勝
ち
取
っ

た
。
ま
た
、
美
駒
労
組
は
4
単

組
で
初
め
て
共
通
の
要
求
書
を

提
出
し
、
1000
円
の
回
答
を
ス
ト

ラ
イ
キ
を
通
告
す
る
中
で
2000
円

の
ベ
ア
を
勝
ち
取
っ
た
。

電
機
情
報
ユ
ニ
オ
ン

四
月
に

総
会
を
開
催
し
、
白
石
議
長
に

も
挨
拶
を
し
て
も
ら
っ
た
。
総

会
で
は
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
の
学
習

会
を
実
施
し
た
。

春
闘
の
ビ
ラ
を
3750
枚
ひ
た
ち

な
か
市
で
配
付
し
た
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
22
枚
回
収
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

日
立
製
作
所
の
職
場
で
は
、

人
事
評
価
に
関
す
る
不
満
が
多

く
、
ベ
ア
が
い
く
ら
あ
が
っ
て

も
自
分
に
い
く
ら
給
料
が
入
る

の
か
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
声

が
多
い
。

年
金
者
組
合

こ
こ
五
、
六
年

で
年
金
は
5.5
％
、
一
万
円
が
減
っ

て
い
る
。
安
倍
内
閣
か
ら
ず
っ

と
年
金
切
り
下
げ
の
攻
撃
が
続

き
、
特
に
女
性
の
年
金
が
少
な

い
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
現
役

の
時
代
の
賃
金
の
男
女
間
格
差

の
た
め
、
女
性
の
年
金
は
低
額

に
な
っ
て
い
て
、
高
齢
女
性
の

貧
困
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

こ
う
し
た
中
で
、
ス
ー
パ
ー

で
年
金
署
名
に
取
り
組
ん
だ
が
、
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百
枚
の
署
名
が
集
ま
っ
た
。
世

論
喚
起
の
た
め
に
も
署
名
活
動

は
重
要
な
取
り
組
み
に
な
っ
て

い
る
。

勝
田
労
連

地
域
労
連
と
し
て

春
闘
に
取
り
組
め
て
い
な
い
。

そ
う
し
た
中
で
、
勝
田
労
連
は

平
和
委
員
会
や
新
婦
人
と
共
同

し
て
四
月
か
ら
月
2
回
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
問
題
で
駅
頭
や
ス
ー
パ
ー

前
で
戦
争
反
対
の
宣
伝
行
動
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

宣
伝
行
動
に
は
、
高
校
生
も

参
加
し
、
募
金
に
協
力
し
て
く

れ
る
人
も
多
い
。
地
域
で
声
を

あ
げ
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
重

要
な
取
り
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

石
岡
地
区
農
協
労
組

石
岡
農

協
労
組
は
二
つ
の
農
協
支
部
と

茨
城
乳
業
支
部
の
三
つ
の
組
織

で
組
合
を
作
っ
て
い
る
。

や
さ
と
支
部
で
は
、
今
年
の

春
闘
で
ね
ば
り
強
く
た
た
か
っ

た
結
果
、
住
宅
手
当
を
八
千
円

か
ら
一
万
円
に
引
き
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。

春
闘
の
回
答
で
は
、
「
現
行

通
り
」
と
い
う
回
答
が
多
か
っ

た
が
、
理
由
が
な
い
回
答
で
は

納
得
で
き
な
い
の
で
、
何
故
現

行
通
り
な
の
か
、
改
善
で
き
な

い
理
由
を
回
答
さ
せ
る
よ
う
に

と
り
く
み
を
強
化
し
て
い
き
た

い
。

・
戦
争
を
す
る
国
づ
く
り
、
核
共

有
・
敵
基
地
攻
撃
論
ス
ト
ッ
プ
！

・
憲
法
を
い
か
す
政
治
に
転
換
し
、

全
国
一
律
最
低
賃
金

1500
円
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
、

・
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

公
正
な
社
会
を
つ
く
ろ
う

一
、
は
じ
め
に

参
議
院
選
挙
が
六
月
二
十
二
日

（
水
）
告
示
、
七
月
十
日
（
日
）

投
開
票
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

茨
城
県
は
二
人
区
で
、
加
藤
昭

良
氏
（
自
民
党
）
、
大
内
久
美
子

氏
（
共
産
党
）
、
堂
込
麻
紀
子
氏

（
連
合
・
立
憲
民
主
・
国
民
民
主
）
、

佐
々
木
理
加
氏
（
茨
城
維
新
の
会
）

等
八
人
が
立
候
補
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
ロ
シ
ア

の
侵
略
を
悪
用
し
て
、
自
公
政
権
・

日
本
維
新
の
会
は
核
兵
器
共
有
や

敵
基
地
攻
撃
を
主
張
し
、
軍
事
力

強
化
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
、
憲
法
九
条
に
基
づ
く
平
和
外

交
と
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
を

求
め
る
運
動
を
精
力
的
に
推
進
し

ま
す
。

参
議
院
選
挙
は
労
働
者
や
国
民

の
要
求
を
実
現
す
る
こ
と
が
大
き

な
目
的
で
あ
り
、
私
た
ち
の
要
求

を
実
現
で
き
る
政
権
を
県
民
一
体

と
な
っ
て
作
り
出
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
総
選
挙
の

教
訓
を
踏
ま
え
、
市
民
と
野
党
の

共
闘
で
要
求
運
動
を
強
化
し
ま
す
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
重
要
な
の

は
労
働
者
の
要
求
と
現
在
の
政
治

の
問
題
点
に
つ
い
て
職
場
や
執
行

委
員
会
で
語
り
合
い
、
「
選
挙
に

行
こ
う
」
と
呼
び
か
け
あ
う
こ
と

で
す
。

二
、
総
選
挙
後
の
情
勢
の
特
徴

（
一
）
総
選
挙
で
改
憲
勢
力
が
3

分
の
2
を
上
回
っ
た

昨
年
の
総
選
挙
の
結
果
、
自
民

党
・
公
明
党
・
日
本
維
新
の
会
を

あ
わ
せ
た
議
席
数
は
334
議
席
と
な

り
、
改
憲
勢
力
は
3
分
の
2
を
上

回
り
ま
し
た
。
そ
の
上
、
国
民
民

主
党
が
改
憲
勢
力
に
加
わ
っ
た
と

言
え
る
危
険
な
状
態
に
な
っ
て
い

ま
す
。

（
二
）
大
軍
拡
、
医
療
費
削
減
の

一
般
会
計
予
算
が
国
会
成
立
、
国

民
民
主
党
が
賛
成

岸
田
内
閣
に
よ
る

2022
年
度
予
算

案
で
の
防
衛
費
（
軍
事
費
）
は
、

昨
年
の
補
正
予
算
と
合
わ
せ
る
6

兆
円
を
超
え
る
大
軍
拡
予
算
に
な
っ

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
コ
ロ
ナ

対
策
予
算
は
予
備
費
と
し
て
5
兆

円
を
計
上
し
た
の
み
で
、
医
療
や

検
査
、
保
健
所
の
拡
充
な
ど
は
極

め
て
不
充
分
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
国
民
民
主
党
は
衆
院
で
も

参
院
で
も
、
政
府
予
算
案
に
賛
成

票
を
投
じ
ま
し
た
。

（
三
）
コ
ロ
ナ
禍
で
広
が
る
格
差

と
貧
困

岸
田
首
相
は
、
看
護
・
介
護
・

保
育
で
働
く
労
働
者
の
賃
金
を
引

き
上
げ
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
月

額
四
千
円
か
ら
九
千
円
の
賃
上
げ

は
、
範
囲
も
小
さ
く
、
限
定
的
で
、

「
一
桁
違
う
」
の
声
も
上
が
っ
て

い
ま
す
。
制
度
が
不
整
備
で
あ
る

た
め
、
賃
上
げ
を
し
な
い
経
営
者

も
出
て
き
て
い
ま
す
。

労
働
者
の
貧
困
と
長
時
間
労
働

は
、
労
働
者
の
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
や

パ
ワ
ハ
ラ
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な

ど
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

非
正
規
労
働
者
の
多
数
を
占
め
る

女
性
の
自
殺
は
、

2020
年
度
に
前
年

よ
り
も
15
％
増
え
、

2021
年
度
も
ほ

ぼ
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

（
四
）
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
気
候

危
機
打
開
要
求
に
背
を
向
け
る
岸

田
政
権

岸
田
政
権
は
、
「
子
ど
も
家
庭

庁
」
を
設
置
し
、
家
庭
へ
の
国
家

の
介
入
を
画
策
し
て
い
ま
す
。
女

性
の
低
賃
金
や
低
年
金
構
造
の
根

底
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
が
あ
り
、

男
女
間
の
賃
金
格
差
の
是
正
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

気
候
危
機
打
開
の
た
め
に
、
原

発
に
頼
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

へ
の
転
換
と

2050
年
度
ま
で
に
温
暖

化
ガ
ス
排
出
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
岸
田
内
閣
は
原

発
を
「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

と
位
置
づ
け
、
原
発
再
稼
働
と
福

島
原
発
汚
染
水
の
海
洋
放
出
を
進

め
、
原
発
事
故
の
避
難
住
民
の
医

療
や
介
護
の
窓
口
負
担
、
保
険
料

の
軽
減
支
援
策
を
廃
止
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

（
五
）
市
民
と
野
党
の
共
闘
で
、

労
働
者
の
要
求
実
現
を
可
能
と
す

る
政
治
に
転
換

昨
年
の
衆
議
院
選
挙
で
は
市
民

と
野
党
の
共
闘
の
結
果
、
自
民
党

の
大
物
政
治
家
が
共
闘
候
補
に
敗

北
し
て
落
選
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
総
選
挙
後
、
労
働
組
合
で
あ

る
連
合
や
保
守
政
治
家
が
市
民
と

野
党
の
共
闘
に
攻
撃
を
か
け
て
、

市
民
と
野
党
の
共
闘
を
否
定
し
続

け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
労
働
者

の
要
求
実
現
を
可
能
に
す
る
政
治

に
転
換
す
る
た
め
に
は
、
政
策
に

基
づ
く
野
党
共
闘
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

三
、
参
議
院
選
挙
で
の
茨
城
労
連

重
点
要
求
（
案
）

①
最
低
賃
金
全
国
一
律

1500
円
の
実

現
。
茨
城
県
の
最
低
賃
金
を
当
面

1000
円
以
上
に
引
き
上
げ

1500
円
を
め

ざ
す
こ
と
。
ま
た
、
公
務
・
民
間

を
問
わ
ず
、
初
任
給
を
20
万
円
以

上
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

②
非
正
規
労
働
者
の
処
遇
を
改
善

す
る
た
め
、
「
同
一
労
働
同
一
賃

金
」
を
具
体
化
し
、
賃
金
・
賞
与
・

退
職
金
の
格
差
を
解
消
す
る
こ
と
。

高
齢
者
雇
用
を
改
善
し
、
最
低
保

障
年
金
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
。

③
時
間
外
労
働
の
上
限
時
間
を
引

き
下
げ
る
と
と
も
に
、
勤
務
間
イ

ン
タ
ー
バ
ル
11
時
間
を
法
制
化
す

る
こ
と
。

④
公
立
・
公
的
病
院
な
ど
の
再
編
・

整
備
計
画
及
び
地
域
医
療
構
想
は

撤
回
し
、
医
療
・
公
衆
衛
生
体
制

を
抜
本
的
に
拡
充
す
る
こ
と
。

⑤
看
護
・
介
護
・
保
育
・
学
童
な

ど
の
ケ
ア
労
働
者
の
賃
金
と
処
遇

を
大
幅
に
改
善
す
る
こ
と
。

⑥
消
費
税
を
5
％
に
削
減
す
る
と

と
も
に
、
大
学
授
業
料
半
減
な
ど

教
育
の
無
償
化
を
す
す
め
る
こ
と
。

⑦
東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
を
認

め
ず
、
廃
炉
を
進
め
る
こ
と
。
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
抜
本
転

換
を
推
進
し
、
地
球
温
暖
化
防
止

対
策
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
こ
と
。

⑧
非
核
3
原
則
の
厳
守
、
集
団
的

自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
撤

回
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
、

日
米
地
位
協
定
の
抜
本
改
定
を
進

め
る
こ
と
。
敵
基
地
攻
撃
能
力
の

保
有
に
反
対
し
、
辺
野
古
新
基
地

建
設
の
中
止
、
憲
法
9
条
に
も
と

づ
く
平
和
外
交
を
展
開
す
る
こ
と

⑨
男
女
間
の
賃
金
格
差
を
解
消
し
、

女
性
の
政
治
参
加
を
促
進
し
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
社
会
を
実
現
し
て
だ

れ
も
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
。

四
、
参
議
院
選
挙
に
取
り
組
む
に

当
た
っ
て

（
一
）
参
議
院
選
挙
要
求
の
作
成

と
対
話

茨
城
労
連
は
、
参
議
院
選
挙
で

実
現
し
た
い
自
分
た
ち
の
要
求
を

ま
と
め
、
要
求
書
を
作
成
し
ま
す
。

作
成
の
中
で
、
組
合
員
の
要
求
を

聞
き
取
り
、
議
論
を
深
め
、
要
求

実
現
の
た
め
に
政
治
を
変
え
る
労

働
組
合
運
動
の
必
要
性
に
つ
い
て

語
り
合
い
ま
す
。

（
二
）
参
議
院
選
挙
要
求
書
を
政

党
や
候
補
者
に
送
付

で
き
あ
が
っ
た
参
議
院
選
挙
要

求
を
各
政
党
や
候
補
者
に
郵
送
し
、

で
き
れ
ば
対
話
に
取
り
組
み
ま
す
。

私
た
ち
の
要
求
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
の
回
答
を
政

党
や
候
補
者
に
求
め
、
回
答
の
結

果
等
を
組
合
員
に
返
し
情
宣
に
取

り
組
み
ま
す
。

（
三
）
「
選
挙
に
行
こ
う
」
の
ポ

ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
の
作
成

五
月
の
段
階
か
ら
、
「
選
挙
に

行
っ
て
、
要
求
を
実
現
し
、
政
治

を
変
え
よ
う
」
の
ポ
ス
タ
ー
や
チ

ラ
シ
を
作
成
し
、
組
合
員
に
対
す

る
情
宣
を
強
化
し
ま
す
。

（
四
）
参
議
院
選
挙
に
関
す
る
チ

ラ
シ
等
を
各
組
織
に
送
り
ま
す
の

で
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し
な
が
ら
選

挙
に
関
す
る
対
話
を
進
め
ま
す
。

各
組
織
で
は
、
茨
城
労
連
の
参

議
院
選
挙
挙
闘
争
方
針
を
読
み
会

い
な
が
ら
、
参
議
院
選
挙
に
つ
い

て
対
話
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
税
金
を
軍
事
費
で
は
な

く
、
国
民
生
活
の
支
援
充
実
に
使

う
こ
と
を
み
ん
な
で
求
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
選
挙
は
要
求
実
現
の
絶

好
の
機
会
で
あ
る
こ
と
を
み
ん
な

の
確
信
に
し
て
、
選
挙
に
行
っ
て

政
治
を
変
え
よ
う
と
呼
び
か
け
あ

い
ま
し
ょ
う
。
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